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を呼んでくれてコミュニケーションできるのは 1 人か 2 人だが，患者の家族が来た時に，
患者の様子などを話す。しかし色々と話していると，「おしゃべりばかりだ」と同僚に注
意を受けてしまう。
　しかし，仲良くなった同僚が家に招いてくれたこともあるし，インドネシア語やインド
ネシアのことに興味を持ってくれたりするようになって楽しくやっている。
　インドネシアにいる家族を日本に呼び寄せたいとはずっと思っているが，なかなか実行
に移せていない。子どもにとっても，たとえ数年でも日本の学校に通うことはいい経験に
なるだろうと思うのだが，手続き，住むところなど色々乗り越えなければならないことが
ある。家族とはLINEやスカイプで連絡を取っているが，離れている期間がどんどん長く
なっていく。そのため，子どもの誕生日をつい忘れてしまったり，一時帰国したときに子
どもが自分の前から逃げて行ってしまったり，少し距離を感じることもあり，悲しい。し
かし妻もこの生活リズムに慣れてきて，最近では日本に行きたいとあまり言わなくなった。
今後，長く日本にいれば，看護師として上の立場になるかもしれない。それは今よりもずっ
と大変だし，今でもストレスなのに，自分が日本語を使って下の立場の日本人を指導する
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なんて考えられない。
（6）
Ａ　わたしあんまり好きじゃないですから，教えるの。
Ｊ　（笑）。
Ａ　まあリーダーという。
　日本では，飲みに行ったりすることでストレスを解消するようだが，お酒もあまり飲ま
ないし，このような生活も少し飽きてきてもいる。家族がそばにいないことはやはり寂し
い。
（7）
Ａ　働いて，だから合格する前は，とりあえず。
Ｊ　いっしょ，一所懸命。いつも勉強してたけど。そう。
Ａ　でも目標あって。
Ｊ　今はね。うん。
Ａ　でも合格して何するとか思いますよ。
　帰国した人はたいてい医療に関連する分野の通訳などをしていると聞く。看護師より楽
なうえに給料もいい。だから，日本に残っている人は帰国後の仕事のために，日本にいる
間に日本語能力試験N2合格を目指している。しかし，これはこれで語彙や読解が難しく
広範囲から出題されるため，難解である。Aも受験を予定しているが，むしろ自分にとっ
ては看護師国家試験のほうが易しいと感じたりもする。
4 ．おわりに
　本研究では，EPA看護師候補者として来日し，看護師として勤務したインドネシア人
へのライフストーリ ・ーインタビューをもとに，日本生活の軌跡を追ってきた。その結果，
制度上の特徴や問題点に着目した視点からのみでは見えなかった，看護師候補者たちの非
常に個人的な日本でのライフの形成が明らかになった。
　Ａの語りにもあるように，合格まではとにかく必死に勉強する。しかし合格後，正看護
師として働きだすと次の目標が定まらないまま日々が過ぎていく。それなりに，日本での
生活スタイルができていく中，これでいいのだろうか，いつまで日本にいるのだろうか，
自問自答を繰り返し，答えがでないまま，日本に滞在し続ける理由も見いだせなくなって
くる。日本でのネットワークの充実は見られるが，例えば，定住化の要因としてあげられ
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る地域社会参加（依光：2005）や日本社会への帰属意識（外村：2011）はない。そして，さ
らなる定住化に向けては家族呼び寄せ，そして職場での責任的地位という壁があり，それ
を超えるか否かがキーポイントとなっていることもわかった。
　実はＡは2016年秋にインドネシアに帰国することになった。帰国前にインタビューをす
る時間は取れなかったが，「どうして帰ることにしたのか」と聞くと「どうしてかなあ」「ま
た戻ってくるかもしれない」と言った。そこからは，帰国理由というより，滞在に対する
強いモチベーションを保ち続けることができなくなったことが帰国という道を選ばせたよ
うに見えた。「また戻ってくるかもしれない」という言葉も，日本を離れる決定的な要因
があったとは言えないことを象徴しているように感じられる。2016年 9 月16日の朝日新聞
にEPAで来日した看護師や介護士の 3 割が帰国などでEPAの枠組みから外れたという記
事が掲載された。一方で，2016年 9 月にインドネシアで，EPA看護師候補生への日本語
研修を担っている日本企業の方と話す機会があったとき，帰国者の多くが定職につけない
などインドネシア社会に再統合できていないと聞いた。その方の話では，インドネシアに
戻っても，肉体的にも重労働である看護師として再び働く意欲がなくなり，また通訳など
とていのいいことを言っても，安定した収入が得られるわけでもなく，結局，経済的再統
合がかなわない元看護師が大勢いるという。
　日本に招き合格させたものの，その後定着を図れないということについて，日本側の責
任は否定できない。さらに帰国しても，ステップアップすることなく，インドネシアの医
療業界への貢献に至らないようでは，ますますこの政策に疑問を持たざるを得ない。
　Ａの事例を一般化することはできないが，折しも新聞記事でEPA看護師・介護士の帰
国が話題になるなど，日本の外国人労働者受け入れ政策はまだまだ課題を抱えていると言
うことができる。本研究では，個人の語りに焦点を当てることで，一般に語られることの
ない「生の声」を届けようと試みた。しかし，それはそれのみにとどまらず，外国人労働
者を必要とする日本社会への問題提起にもつながったのではないかと感じる次第である。
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